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１．はじめに 

 

a) 中国をはじめ新興市場諸国での資源需要拡大によ

り、世界の資源・エネルギー貿易は急激に拡大し

ている。 

b) 資源需要の増加により、資源供給先の多様化を輸

入国側では迫られており、遠距離ソースからの調

達が増加の傾向にある。 

c) 需要増は一回の船積みロットの大型化に帰結し、

長距離輸送化と併せて輸送船型の大型化を招いて

いる。 

d) かつて、中国は資源需要の相当部分を国産供給し

きたことならびに港湾条件に制約され、中小型船

による散発的な資源輸入を行ってきたが、高度経

済成長による資源需要増によって輸入を急激に増

やし、対応のために世界でも最大級の港湾整備を

バルク港湾の分野でも進めている。 

e) このため、中国の最新港湾仕様の大型船型が開発

され、世界標準となりつつあり、日本のバルク港

湾は旧式化している。 

 

２．船腹需要の状況 

 

（１）資源需要増加と海外資源依存度の上昇 

 グローバル化の進行により、新興市場国の経済発展は

目覚ましく、コンテナ貨物を中心とする輸出貨物のみな

らず、資源・エネルギー系のドライバルクおよびタンカ

ー貨物についても需要の急増により元来資源国であった

中国などでも海外資源への依存度が急上昇している。 
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（２）典型は鉄鉱石 

a) ドライバルク貨物の最大品目は鉄鉱石、次いで電

力用を中心とする一般炭、製鉄用原料炭となる。 

 

b) 粗鋼生産規模の急激な拡大により、世界最大の鉄

鉱石産地である豪州でもアジア諸国向け需要を賄

い切れず、ブラジルなど遠隔ソースへの依存度が

上昇している。 

c) 金属資源ばかりでなく、農産物貿易についても、

新興市場国の生活水準向上により、油脂、畜産物

需要が増加しており、典型的な大豆の例では、か

つては純輸出国であった中国が90年代半ばから輸

入国となり、今や世界の輸出大豆の半分を輸入す

るまでになった。供給側でも、伝統的な大豆輸出

国であった米国での生産は伸び悩み、ブラジル、

アルゼンチンなどの南米諸国が生産、輸出を増や

している。 



 

d) 上記のように貿易量の増加と輸送距離の長距離化

が並行して進行した結果、輸送船腹需要は大型船

による輸送コスト単価を求め、かつ、使用を可能

とした。 

 

３．船腹供給事情 

（１） 輸送需要の拡大に応じて、造船、海運業界は

大型船の導入増加ならびに新デザイン船型の開

発を進めている。 

 

（２） 大型化に伴い、新型船は積み取り能力を増加

させ、他方、喫水も増加の傾向をたどっている。 

 

従来、鉄鉱石輸送船の主流であった16～18万㌧のダ

ンケルクマックス型に加えて、経済性・燃費効率向上を

目指して20～30万㌧級のVLOC/VLBCも大量に導入されて

いる。これらの大型船は、中国の新鋭港湾向けの輸送需

要を狙って建造されることが多く、日本の資源港湾の受

け入れ能力を超える船型となっている。 

 

（３） 注目すべきは、製鉄業向けの超大型船ばかり

でなく、農産物、鋼材などのマイナーバルク貨

物輸送に従事する不定期船についても2～3万㌧

級のハンディ船から5～6万㌧級のハンディマッ

クス型（中でも5.5万㌧以上を最近はSUPRAMAXと

呼ぶ）への需要の移行が見られることである。 

 

（４）ハンディマックス船も船型の大型化が進んで

おり、喫水制限を受ける場合が増えつつあり、せっかく

の効率性を生かしきれない例が増えつつある。小型のハ

ンディ船は、効率性よりも港湾事情による制限を意識し

た設計となることが多く、結果的に船型の一方的な大型

化は進んでいないが、隻数は漸減傾向にある。 

 

（５）港湾の受け入れ能力拡大が必要 

かつてコンテナ船の大型化と海外での大型船対応コンテナ

ターミナルの建設が進んだ時期には、日本への直接寄港船

の減尐危惧から日本のコンテナ港湾の性能改善への議論が

行われ、スーパー中枢港湾として政策化された。今日、資

源貨物をめぐる状況は日本の諸産業の国際競争力にも結び

付く重要な問題であるにもかかわらず十分な関心が払われ

ておらず、港湾関係者には本件への認識の一新を求めたい。 
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